
大規模災害時における市町村行政機能の確保に関する検討会 

○ 現状では、大規模災害時に、市町村の行政機能を確保していく上で必要な情報（首長等幹部の安否、
庁舎の損壊・移転状況、通信手段の確保状況等）を、政府として把握する方法が体系化されていない。

○ 今後発災が想定される大規模災害を念頭に、これらの情報を把握する目的、方法等について整理し、
具体的な仕組みを構築することとする。
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構成員 

○ 平成２９年１月１７日、２月１４日、３月１６日の計３回開催
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